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News Release 
202６年7 月27 日  

株式会社プロテリアル 

 

学生フォーミュラ日本大会 2026 スポンサー参加について 
 

 

株式会社プロテリアル（以下、プロテリアル）は、「学生フォーミュラ日本大会 2026」の S クラススポン

サーとして今年も大会を支援いたしますので、お知らせします。 

 

 
 

学生フォーミュラ日本大会は、学生が自ら構想・設計・制作した車両によりモノづくりの総合力を競うイベ

ントで、今年で 24 回目を迎えます。自動車技術ならびに産業の発展・振興に資する人材を育成することを

趣旨として運営されており、その趣旨に賛同した国内外の自動車メーカーならびに自動車部材メーカーな

どがスポンサーとして大会運営や参加チームの支援を行っています。 

 

 プロテリアルは、特殊鋼、電子材、パワーエレクトロニクス製品、磁性材料、電線、自動車部品といったさま

ざまな高機能材料を自動車向けに提供しています。特に近年では xEV の高効率化、ICV（ガソリンエンジ

ン車）の低燃費化、安全性向上などにつながる環境親和型製品に注力しており、その強化・拡大に向けた事

業戦略を実行し、グローバル市場での成長をめざしています。プロテリアルは、学生フォーミュラ日本大会

を継続して支援することを通じて、将来のモノづくりの現場で活躍する人材の育成、技術力向上を図り、産

業界の発展に貢献いたします。 

 

 

■学生フォーミュラ日本大会2026 

 ＜開 催 日＞ 2026 年8 月2 日（日）～8 月5 日（水） 

  車検／静的審査 

2026 年8 月5 日（水）～8 月7 日（金） 

  動的審査 

 ＜会 場＞ Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場） 愛知県常滑市 

 ＜主 催＞ 公益社団法人自動車技術会 

 ＜入 場 料＞ 無料 

 

 ■ご参考：自動車技術会 学生フォーミュラ日本大会2026 Web サイト 

          https://www.jsae.or.jp/formula/ 
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写真：昨年開催された学生フォーミュラ日本大会２０２５の様子 

 

以上 

【報道機関からのお問い合わせ】コミュニケーション部 担当 井上 TEL 050-3664-9519 
 

http://www.proterial.com/


 

 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 5-6-36 豊洲プライムスクエア  
www.proterial.com 

3/3 

 

■プロテリアルについて 
  
 
 
 

 
私たちの社名プロテリアルは、“プロ”＋“マテリアル”から作られています。“プロ”は私たちの Values（大切

にすべき価値観）の構成要素であるプロフェッショナル、プログレッシブ、プロアクティブを表しており、それぞ

れに「期待を超える仕事」「挑戦し続ける意志」「主体的な姿勢」という意味を込めています。“マテリアル”はこれ

ら 3 つのプロに支えられた独創的な技術から生み出される、高機能材料を意味します。 
私たちはこの想いに根ざした製品とサービスを通じてお客さまの課題を解決し、世界の人々に新たな価値を

提供して、持続可能な社会の実現に貢献し続けることを約束します。 
 
■株式会社プロテリアル 会社概要 

 創  業：1910 年 6 月（現在の法人の登記上の設立は 2021 年 4 月） 
 本  社：〒135-0061 東京都江東区豊洲五丁目 6 番 36 号 豊洲プライムスクエア 
 資 本 金：1,000 百万円（2026 年 7 月 1 日現在） 
 代 表 者：代表取締役 会長 兼 社長 CEO（最高経営責任者） 
      Sean M. Stack（ショーン・スタック） 
 売上収益：7,473 億円（2025 年 3 月期） 
 沿  革：1910 年 戸畑鋳物株式会社として創業 
      1937 年 株式会社日立製作所と合併 
      1956 年 日立金属工業株式会社として分立 
      2023 年 商号を日立金属株式会社から株式会社プロテリアルに変更 

 
プロテリアルは、国連グローバル・コンパクトに参加しており、責任あるビジネスに対する原則に基づくアプローチを遵守しています。 
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